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今週号の紙面から

　市民の花であるバラをモチーフにし
た、市川の新たなお土産「いちかわバ
ラ物語」を多くの方に味わっていただ
く催しが開催されます。
　市とバラの歴史は、戦後間もない頃、
国府台にある式場病院の創設者（初代
院長）式場隆三郎氏が中心となって院
内にバラ園を作ったのがはじまりで
す。昭和50年には、公募によりバラを
市川市民の花として制定しました。そ
の後、観賞できるバラ園を市内の公園

に整備し、広くバラの普及に取り組ん
でいます。また平成23年から「ガーデ
ニング・シティ いちかわ」を市民と事
業者との協働により進めています。
　市川の名産品を扱う第６回「市川メ
ルカート」では、その取り組みの一環
として、市内の和・洋菓子店15店で、
昨年秋より発売を開始した「いちかわ
バラ物語」を販売します。
　これは市川市民の花であるバラをモ
チーフにしたお菓子で、地域活性化に

つなげるお土産です。
　いずれも各店舗のオリジナルの味に
なっており、もなかやクランチチョコ
など多くの種類があります。もなか皮
のサクッとした食感と香ばしさや、あ
んの深い味わいと少しさっぱりした酸
味など幅広い商品が楽しめます。
　お菓子やイベントなどを通して、み
なさんがバラに親しむきっかけになる
よう、ぜひご来場ください。

☎ 334-1341 商工振興課

●「花と緑の講座」受講生募集 … 2面

●ジュエリーとともに輝き続けた45年の軌跡
　ジュエリーデザイナー 故・石川暢子氏…4面

●いきいき健康教室 ………… 5面

●映文フェスタ2013…………6面

●「市川市民まちづくり債」の
　利率が決定…………………8面

2013年（平成25年）
毎月第１・第３土曜日発行 2月2日  NO.1465 市川市住民基本台帳人口（12月31日現在） ▶ 468,615人

男 238,590人  女 230,025人  222,618世帯

市川の新たなお土産

講京成バラ園芸  
　鈴木満男氏

先着20人※要事前予約

２月４日（月）午前９時から
☎３３４-１３４１商工振興課で
受け付け開始

　アイ・リンクタウン展望施設で、市川市緑の
基金の協力による市内バラ園の写真展示と、
バラの園芸講座を開催します。親子で楽しめる
企画です。ぜひご来場ください。

店 舗 住 所 電話番号
峰月堂 大野町2-786 ☎337-1314
真間ちもと 真間1-12-5 ☎322-2505
大門岡埜 真間2-23-8 ☎322-0447
ヤマザキプラザ市川 市川1-9-2サンプラザ35 ☎369-6338
御菓子司 望月 市川3-27-20-101 ☎322-5753
市川 島村 市川4-5-5 ☎372-2011
創作洋菓子モンペリエ 市川南1-5-17 ☎326-2020
京月堂 新田5-8-26 ☎322-9425
越後屋餅菓子店 宮久保1-8-13 ☎372-0167
和菓子 蜂の家 東菅野2-1-28 ☎322-1335
若柳 八幡6-13-1 ☎334-0948
ドルチア（南口店） 南八幡4-15-15 ☎370-8372
とむら菓子舗 中山4-7-16 ☎334-2882
菓匠 京山 富浜2-5-3 ☎359-8888
季彩菓庵 しげつ 行徳駅前4-19-2 ☎395-9207

２月９日（土）午前１１時～午後３時
アイ・リンクタウン展望施設（ザ タワーズ ウエスト４５階）

販売店一覧 いちかわバラ物語に関するイベント

▲和洋女子大学作製のメルカートエプロンを
　着用して「いちかわバラ物語」を紹介

▲里見公園 ▲ローズカーニバル（昭和32年）

２/９
土

各店舗の趣向をこらした
「いちかわバラ物語」。
ぜひご賞味ください。

バラ園の写真展示 午前11時～午後３時

バラの園芸講座 午後１時30分～２時

▲ローズいちかわ

※左記ののぼりが目印です。

※ヤマザキプラザ市川は２月下旬から販売予定

※安全を確保するため、入場制限をする場合があります


